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議員派遣結果報告書 

宮城県町村議会議長会主催の「議会広報研究会」に出席しましたので、その結

果を下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 研修目的 研修を通して議員の資質向上を図る。 

２ 研修月日 令和７年１１月１４日（金） 

３ 研修場所 宮城県自治会館 

４ 研修内容 

講 演 「議会の見える化 住民参加・協働＆認知・信頼関係 

     ～議会広報の企画と編集～」 

講 師 議会広報サポーター 芳野 政明 氏 

５ 研修概要 

講演では、町村議会が抱える全国的な問題（なり手不足、選挙投票率等）

の再確認から行われ、議会だよりの持つ役割はさらに重要となっているこ

と、議会だよりを通した住民の行動変容の実現性などについて説明があっ

た。 

後半の議会広報クリニックでは、県内６町の議会だよりについて講師か

ら実際に改善点等についてアドバイスがあった。 

６ まとめ 

自治体議会の「見える化」を推進し、住民意識の変化や行動変容を促すこ

とは、「開かれた議会」にとって重要であり、そのためには議会広報の役割

は大きい。議会広報を通して町政に対する住民参画・協働推進、議会の認知、

存在感につなぐことが重要である。発行の際には、事実や意見をありのまま

に、等身大で、読者・住民に読みやすく、分かりやすく整理・編集するべき

であると再確認することができた。 

また、他自治体の広報クリニックでは、講師のリアルな評価を同じ空間で

聞くことで、本町の議会だよりの改善点などを洗い出す必要性に気付くきっ

かけとなりえた研修であった。 


